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縄文時代の白岡

（こもれびの森所蔵）

白岡市のホームページでも議会の情報が見られます。http://www.city.shiraoka.lg.jp/gikai/
誌面に掲載しきれなかった記事をホームページで公開しています。

※表紙のテーマは「しらおかの歴史」です。

白岡市 ①タタラ山遺跡

　（白岡）

　 縄文時代前期初頭（約

6500 年前）。大宮台地

の拠点的集落。

②清左衛門遺跡（彦兵衛・上野田）

　 菁莪小学校児童による発掘体験。

　縄文時代後期（約 3000 年前）の大型住居跡。
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１　感染拡大防止対策の強化・徹底について

　�　新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を収集し、市民に対して積極的に情報発信し、

広く情報共有を図ることを徹底すること。また、感染防止に対する注意喚起〔手指のアルコー

ル消毒やこまめな手洗い、マスクの着用、３密（密集・密接・密室）の回避、外出自粛など〕を

徹底すること。

�２　学校休業等への対応について

　�　園児や児童・生徒の安全確保と精神的ケアに努めること。

　�　また、小中学校を再開する際には、児童・生徒への感染防止対策に努めるとともに、児童・生

徒の学力低下の防止等に対し必要な措置を講じること。

３　経済対策について

　�　新型コロナウイルスの感染拡大により影響を受けている各種事業所などの実態の把握に努め、

対応に苦慮している事業者に対しては、各種支援制度を周知するとともに、相談・支援体制の充

実を図ること。

　�　また、収入が減少した市民に各種支援制度を周知するとともに、市としても支援策を講じること。

４　医療提供体制等の強化について

　�　市内の感染者情報を速やかに継続的に具体的に提供されるよう県に強く要望されたい。重症者

への医療提供はもとより、軽症者への対応も確保できるよう県や白岡市医師会とも連携し、医療

提供体制を確立されるよう強く要望する。

感 対染 策症新型コロナウイルス

議 会 の

　市民の皆様には、新型コロナウイルス感染症対策へのご理解ご協力に心から御

礼申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が解除されましたが、終息には至っ

ておらず、まだまだ油断できません。市議会では、感染症拡大防止のため、4月

9日に議会の対応方針を定め、感染防止の体制強化に取り組んでいます。また、

4月24日には新型コロナウイルス対策に関する要望書を小島市長に提出しました。

市の危機対策は、この議会の要望が大きく反映されました。

　市議会といたしましては、引き続き市行政と連携・協力の下、市民の皆様の暮

らしを守るため、全力で取り組んでまいります。�

白岡市議会議長　井上　日出巳

※　新型コロナウイルス感染症対策については、各会派から多数の要望事項が提案されました

が、会派代表者会議において協議した結果、各会派の要望事項を添付した上で、特に重要と思

われる以上の４点について要望しました。

●● 議会から市長へ要望書を提出　4 月 24 日 ●●
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●● 時系列で見る議会の対応 ●●

7日　緊急事態宣言

9日　会派代表者会議

　●�全員協議会を中止

　●�委員会の所管事務調査を延期

　●�議会の感染症対策検討

22日　会派代表者会議

　●�市長への要望内容を協議

　●�専決処分について

24日　�市長へ要望書を提出

4日～ 23日

　●�6月定例議会開会

8日　会派代表者会議

　●�常任委員会視察中止、

次の議会において予算

を減額（その後、新型

コロナウイルス感染症

対策費に充てることを

要望）

7日　会派代表者会議

　●�6月定例議会の議場運

営方法などを決定

18日　会派代表者会議

　●�会派代表者による一般

質問について決定

25日　緊急事態宣言解除

注　�議会閉会中、新型コロナウイルス感染症対策関連

について協議する内容が多かったため、会派代表

者会議および議会運営委員会で対応しました。

●● ６月定例議会では ●●

時間の を回避　　　一般質問を会派代表による質問に

場所の を回避　　　議場と議員控室に分散

最優先で審議すべき、当市の新型コロナウイルス感染症

対策にのみ質問を絞りました

●�市長へ要望した内容に沿った質問に限定し、質問順番は抽選で決定。

●�会派からの代表者による調整会議を2回開催し、なるべく質問が重複しないように調整。

●�開会、採決、閉会時以外は議場に

は9名（定足数）の議員のみ出席し、

他の議員は控室でモニター視聴し

た。

●�傍聴者数を10名に限定。

　随時、消毒。 控室のモニター 傍聴席を制限

4月
5月

6月
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ものである。

　当市に対する交付限度額は、人口、感染者数、

財政力指数等により算出された1億3909万7千円

である。当市では、19の支援策、事業費にして

1億6256万4千円の計画を作成し国に提出した。

　当交付金は、実施計画に記載した事業間で

あれば流用可能であることを確認している。

問　特別定額給付金の事務作業の一部は、派

遣会社に委託している。市民の重要な個人情

報の取扱いは万全か。

答　今回の事務支援員派遣業務契約では、派

遣社員には、「秘密を守る義務」が生じる。

　人材派遣会社は派遣社員に守秘義務に関する

研修を行うなどの対策を講じている。派遣された

社員による情報漏洩等が起きた際には、人材派遣

会社がその責を負う。記載された情報は、申請書

にナンバリングを施し、紛失等が発生しないよう

にしている。入力された情報は、パソコンと外部メ

モリの接続を禁止。外部への持ち出しができない。

　また、派遣社員の就業状況は、職員が毎日

適正に把握。個人情報に関する書類等の持ち

出しがないよう確認。

　申請書は、地下書庫にて5年間保管。システ

ムに入力された個人情報は、必要な帳票類を

出力し、地下書庫に保管。定額給付金システ

ム内に保管された情報は、情報セキュリティポ

リシーに基づき消去する。

第 58号　一般会計（第 4号）

　今回の補正予算は、予算の総額に歳入歳出

それぞれ1億5591万5千円を追加し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ206億2444万6千円と

するものです。

　歳入の主なものは、国庫支出金です。

　歳出の主なものは、土木費です。

問　三
さんかそんおとしぼり

ヶ村落堀の浚渫の開始はいつからか。

答　10月から工事着工の予定である。

令 和
２ 年 度 補 予正 算

第 53～ 57 号　新型コロナウイルス
感染症対策予算（専決処分の承認）

専決処分とは　専決処分とは、緊急を要するため、市長が

議会を招集する時間的余裕がないときなどに、議会に代

わって、市長がその議決すべき事件を処分することです。

　なお、緊急の専決処分をしたときは、市長は議会に報告

し、承認を求めなければなりません。

　新型コロナウイルス感染症対策として政府が

4月に創設した「地方創生臨時交付金」は、当市

に対して約1億4000万円支給されます。この

交付金を活用した緊急対策を迅速に実施するた

め、議会の要望を反映した補正予算の専決処分

を承認しました。主な内容は以下のとおりです。

問　地方創生臨時交付金の内示額はいくら

だったのか。また内示額に対して申請した額は

いくらか。さらに申請した事業間の融通はでき

るのか。他にも新型コロナ感染症対策事業が

あるが、それらに対する融通も可能なのか。

答　地方創生臨時交付金は、新型コロナウイ

ルスの感染拡大を防止するとともに感染拡大の

影響を受けている地域経済や住民の生活の支

援を通じて地方創生を図ることを目的として創

設されたものである。地方公共団体が作成し

た実施計画に基づく事業に要する費用のうち、

地方公共団体が負担する経費を国が交付する

　6月4日から23日までの20日間にわ
たって定例議会が開かれ、報告2件、人
事案件15件、条例等7件、専決処分の承
認10件、補正予算3件を審議し、いずれ
も原案のとおり同意、承認、可決しました。

《６月定例会》

議案番号 補正予算の種類 専決処分日 主な内容 補正額

第53号 一般会計（第１号） 4 月 27 日 特別定額給付金（10 万円）給付 53 億 173 万 5 千円

第54号 一般会計（第２号） 4 月 30 日 子育て世帯への臨時特別給付金給付 7012 万 5 千円

第55号 一般会計（第３号） 5 月 18 日

中小企業・小規模事業者の支援、オンラ

イン学習環境整備、図書館パワーアップ、

備蓄品拡充、別冊広報しらおか発行

1 億 5267 万 1 千円

第56号 国民健康保険特別会計（第１号） 4 月 30 日 傷病手当金の支給 98 万 8 千円

第57号 水道事業会計（第１号） 5 月 18 日 水道料金の一部減額
収益的収入 △180 万円

収益的支出　 132 万円

＜新型コロナウイルス感染症対策の補正予算内容＞
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問　条例施行後の障害者計画は。

答　障害者基本計画は、2年後の第6期に詳細

な施策を盛り込む予定である。障害福祉計画

は、今年度見直しの予定であるため、細かい

事業を実施計画として掲載する予定である。

第 46号　介護保険条例の一部改正

　介護保険法施行令の改正により、消費税率の引

き上げによる低所得者の介護保険料を軽減します。

第 50号　国民健康保険税条例の
一部改正（専決処分の承認）

　�国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の専決処分を承認しました。

(1)国民健康保険税賦課限度額を変更

(2)国民健康保険税の減額措置に係る軽減判

定所得の基準改正

ア　�5割軽減世帯　被保険者等1人につき加算する額

　　改正前　28万円　��改正後　28万5千円

イ　�2割軽減世帯　被保険者等1人につき加算する額

　　改正前　51万円　　改正後　52万円

第 51号　国民健康保険条例の
一部改正（専決処分の承認）

　国民健康保険条例の一部を改正する条例の

専決処分を承認しました。

　具体的には、新型コロナウイルス感染症の

拡大防止及び国民健康保険の被保険者である

被用者に対する早急な支援を目的として、国民

健康保険事業における傷病手当金の支給規定

を制定するため、条例改正を行いました。

第 61号　市長等の給料の額の特例に関する条例

　新型コロナウイルス感染症による市民生活、

地域経済等への影響を勘案し、給料から市長

は20％、副市長は15％、教育長は10％を減額

します。期間は2年7月1日から同年11月25日

までです。

第 60号　白岡駅東部中央土地区画
整理事業特別会計（第 1号）

　今回の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ9870万円を減額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ1億6467万1千円とするものです。

問　国庫補助金の減額が、今後慢性化すると

思われるが、どのように考えるか。

答　本年度における市の財政負担を軽減する

とともに、今後の各年度における財政負担の

平準化を目標に事業の見直しを行った。

人 案事 件

第 28～ 41 号
農業委員会委員の任命

　農業委員会委員の任期が2年7月19日で満了

となるため、14名の方の任命に同意しました。

氏名は議会のホームページに記載してあります。

問　農業委員は誰がどのように選考したのか。

答　農業委員候補者評価委員会は、農業委

員の被推薦者等の数が定数を超えた場合等に、

市長へ意見を申し述べる組織である。委員は、

委員長を副市長として、総合政策部長、市民

生活部長、健康福祉部長、都市整備部長、上

下水道部長の6名で構成され、選考している。

反 対 討 論

　農業関係者に偏った、多選の委員が占める

当該委員会に期待は持てないので反対します。

例条

第 42号　心をつなぐ手話言語条例

　手話は、ろう者の意思疎通に必要な言葉とし

て大切に育まれてきました。手話が言語である

との認識に基づき、手話を広く普及させることに

より、ろう者とろう者以外の者とが互いを理解し

合い、ともに支え合い、ともに地域の中で育ち、

学び、生活し、働き、活動できる共生社会を実

現するため、新たに条例を制定するものです。

区分 改正前 改正後

基礎課税分(医療分) 61 万円 63 万円

後期高齢者支援金等分 19 万円 19 万円

介護納付金分 16 万円 17 万円

合　　計 96 万円 99 万円

所得段階 現行 改正後

第１段階 21,400 円 17,100 円

第２段階 32,900 円 25,700 円

第３段階 41,400 円 40,000 円

5



≪６月定例議会の審議結果≫
　（○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　退：退席　　ー：採決なし）

議案
番号

議席番号・議員名

件　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決
結果

中
村　
匡
志

野
々
口
眞
由
美

斎
藤　
信
治

山
﨑　
巨
裕

関
口　
昌
男

松
本　
栄
一

中
山　
廣
子

菱
沼
あ
ゆ
美

渡
辺
聡
一
郎

加
藤　
一
生

中
川　
幸
廣

藤
井
栄
一
郎

細
井　
　
公

大
島　
　
勉

遠
藤　
　
誠

石
原　
富
子

江
原　
浩
之

井
上
日
出
巳
※２

報告 1号 令和元年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告※1 — — — — — — — — — — 欠 — — — — — — — 報告済み
報告2号 令和元年度蓮田都市計画事業白岡駅東部中央土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告※1 — — — — — — — — — — 欠 — — — — — — — 報告済み
27 固定資産評価員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 同　　意
28 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
29 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
30 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
31 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
32 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
33 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
34 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
35 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
36 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
37 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
38 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
39 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 —※３ 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 退※３ 同　　意
40 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
41 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 〇 — 同　　意
42 心をつなぐ手話言語条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
43 税条例等の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
44 都市計画税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
45 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
46 介護保険条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
47 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
48 専決処分の承認（税条例等の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
49 専決処分の承認（都市計画税条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
50 専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
51 専決処分の承認（国民健康保険条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
52 専決処分の承認（後期高齢者医療に関する条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
53 専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算（第１号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
54 専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算（第２号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
55 専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算（第３号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
56 専決処分の承認（令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
57 専決処分の承認（令和２年度水道事業会計補正予算（第１号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承　　認
58 令

和
２
年
度

一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
59 介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
60 蓮田都市計画事業白岡駅東部中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決
61 市長等の給料の額の特例に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決

※１　報告議案については、報告のみの案件で、採決はありません。
※２　18番　井上日出巳議員は議長のため、採決には加わっていません。　
※３　議案第 39号は、井上日出巳議員を農業委員会委員に任命する議案となっており、井上日出巳議員は自身に関わる議案の議事には参加できないため退席となりました。
　　　井上日出巳議長が退席している間は、菱沼あゆ美副議長が議事の進行を行うため、菱沼あゆ美議員は採決に加わっていません。

15 日 文教厚生常任委員会

16 日 産業建設常任委員会

17 日 総務常任委員会

23 日 議会運営委員会

本会議（議案採決・閉会）

議会改革・活性化等検討協議会

29 日 議会広報常任委員会

30 日 蓮田白岡衛生組合議会の定例会

７月

1 日 埼玉東部消防組合議会の臨時会

9 日 議会広報常任委員会

16 日 産業建設常任委員会の所管事務調査

21 日 埼葛斎場組合議会の定例会

22 日 議会全員協議会

議会改革・活性化等検討協議会

29 日 議会臨時会

文教厚生常任委員会の所管事務調査

５月

27 日 全国議長会の定期総会

29 日 議会運営委員会

埼玉東部消防組合議会の臨時会

６月

4 日 本会議（開会・議案説明）

8 日 本会議（一般質問）

11 日 本会議（議案質疑）

議会広報常任委員会

議　会　日　誌
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6月定例議会の一般質問は、５会派の議員が21項目について行いました。

　今回の一般質問は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のために通常とは異なる形式で行いました。議会

だよりもそれに合わせて編集しています。

①質問者は、各会派から１名です。

　質問者の所属する会派の名前と写真を掲載しました。

質問者は会派の中で任意に選考しました。質問内容は、

会派で話し合い決めたものです。

②会派ごとに１ページとしました。

　通常は質問者1名につき2問の質問で、8ページほど

です。質問者が少ないので、4問まで要約して掲載する

こととしました。質問者の意図を少しでも多くお伝え

できればとの思いです。

③質問内容について

　質問は、議会から提出した「市長への要望書」に沿っ

たもので、新型コロナウイルス感染症対策に限定した

ものとなっています。そのため、質問が重なることが

あり事前に調整しています。

④会派について

　会派は6つ、無所属が1名です。今回質問したのは5

会派です。

◆ＴＳＵＮＡＧＵ（代表質問者　野々口　眞由美　議員）
　◇所属議員　　石　原　富　子　議員　　　斎　藤　信　治　議員　　　野々口　眞由美　議員

◆公明党（代表質問者　中山　廣子　議員）
　◇所属議員　　菱　沼　あゆ美　議員　　　中　山　廣　子　議員

◆清明会（代表質問者　加藤　一生　議員）
　◇所属議員　　藤　井　栄一郎　議員　　　遠　藤　　　誠　議員　　　加　藤　一　生　議員

◆日本共産党（代表質問者　関口　昌男　議員）
　◇所属議員　　関　口　昌　男　議員　　　山　﨑　巨　裕　議員

◆創政会（代表質問者　渡辺　聡一郎　議員）
　◇所属議員　　大　島　　　勉　議員　　　井　上　日出巳　議員　　　松　本　栄　一　議員
　　　　　　　　渡　辺　聡一郎　議員　　　中　村　匡　志　議員

●子どもを取り巻く環境について　●経済支援について　●新型コロナウイルス感染症に関する市の対応について

●複合災害における避難や備えについて　●市民への情報発信について　●子どもたちの支援について

●感染防止対策の今後について　　　●支援策の実施状況は　　　●「マスク」について

●�公共施設の閉鎖等による指定管理者への施設利用料の補填をすること

●�小・中学校の授業再開に当たってのカリキュラム編成は弾力的に運営を

●�学校のサポート体制をこれまで以上に強化すること　●�小・中学校の学校給食を今年度は無料とすること

●��非正規の教職員に対する休業補償を実施すること　　●�学校給食室の冷房化を至急実施すること

●�生活福祉資金貸付制度の活用について

●感染拡大防止対策の強化・徹底について　　　　　　　　　●学校休業等への対応について

●経済対策について　　●医療提供体制等の強化について　　●全体を総括して

※提出された原稿を尊重し、表現は統一されていません。
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　雇止めや解雇などにより全国的

にみると生活保護の相談が増加傾

向である。そこで、当市の申請状

況、プライバシーに配慮した相談

場所の確保。また、窓口での対応

に偏りはないかなど、利用しやす

い適切なサポート体制は取られて

いるのか伺う。

生活保護申請の状況は問

　健康な方でも自粛生活の中で、

心身ともに不良を訴える声を聞く。

フレイル予防の観点からも高齢者

の健康状態を把握することが必要

である。実態を把握した上で、次

の感染拡大に備えるべきではない

か。実態把握と今後の取り組みに

ついて伺う。

高齢者への対応は問

　双方向のやり取りが可能な学校

通信環境の整備。さらにGIGA
スクールサポーターを配置し、早

期のGIGAスクールの実現を目

指すべきはないか。また、教室で

授業が受けられない児童生徒のた

めに、授業のライブ配信を行い全

ての児童生徒に学びの保障を。

児童生徒の学びの保障は問

　市民への情報発信の主な媒体は

市公式ホームページである。情報

の不足、発信の遅さなどの声が寄

せられているが、市民が必要とし

ている情報の把握方法と、改善点

を伺う。また、広報紙や回覧物に

ついて感染回避のための新しい取

り組みについて伺う。

安心につながる
情報発信は問

　現在、当市の生活保護申請状況

に大きな変化は認められない。ま

た、相談の際の個人情報の保護に

ついては別室を確保している。

　国・県の最新情報を職員間で共

有し、社会資源の活用を図りなが

ら自立に向けたサポートを行い、

適切な保護決定を行っていく。

適切な保護決定を行って
いく答

　地域活動の代表者へ電話による

アンケートを実施し、状況の確認

をする。心身の健康が保たれるよ

う広報や、緊急時通報システム事

業などの高齢者福祉サービスの案

内、高齢者を支える総合相談窓口

である地域包括支援センターを高

齢者やその家族に周知していく。

次の感染拡大に備えた
取組をしていく答

　国交付金により早期導入する

200台の端末を活用した、双方向

のオンライン学習の導入について

検討している。GIGAスクール

構想は、可能な限り早期実現を目

指す。授業のライブ配信は実現に

向けた課題が多いため、今後も他

自治体等の状況を注視していく。

オンライン学習の
環境整備を検討する答

　市長への手紙や市への問い合わ

せメールなどの広聴制度を活用し

て市民の声を把握している。広報

紙やホームページなど各広報媒体

の特長を生かした効果的な情報発

信に努める。ウイルス感染予防の

ため、広報紙などの配布・回覧物

は厳選し、3密回避に取り組む。

感染防止に配慮して
適切な広報に努める答

ＴＳＵＮＡＧＵ

石　原　富　子 議員

斎　藤　信　治 議員

野々口　眞由美 議員

左から��野々口、石原、斎藤

GIGAスクールとは、一人一

台のパソコンにより誰もが個

性に応じて、高速大容量の通

信ネットワークにより、場所

を選ばず（家庭

でも学校でも）

勉強できる教育

システムのこと
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　避難所では、密を避けるため多

くのスペースが必要になる。学校

の教室も使用可能にするため、感

染症対応と復興後の学校再開を考

慮した、学校施設利用計画を策定

すべき。また、今ある避難所運営

マニュアルに感染症対策を入れ込

んで、早急に改定すべきでは。

避難所運営マニュアルの
改定を問

　感染症拡大防止のため、来庁し

なくてもできる手続きを、市民に

分かりやすく周知すべき。また、

相談のため来庁や電話をした時に、

窓口が一元化していることが、理

想と考える。加えて店舗応援をし

たい市民の声がある。テイクアウ

ト一覧のチラシを作成しては。

市民に分かりやすい
情報発信を問

　感染症が懸念される中での災害

時は、在宅避難が重要。早急に周

知すべきである。車中泊避難を選

択する場合も出てくる。その時に

心配な血栓性疾患を防ぐための弾

性ストッキングを備蓄すべきであ

る。また、情報弱者のために防災

ラジオを導入しては。

複合災害における
避難や備え問

　学校休校中の学習の遅れなどを

補完する学習支援員や、ＧＩＧＡ

スクール構想を推進するためのＩ

ＣＴ支援員の配置を、人材バンク

などを利用し行うべき。また、読

み書き支援になる音声教材の導入

や、児童生徒の心身の健康状態を

把握しケアを早急にすべきでは。

子どもたちへの支援は問

　埼玉県の「避難所の運営に関す

る指針」及び「避難所運営ガイドラ

イン」を参考にしながら、新型コ

ロナウイルスなどの感染症拡大防

止に配慮した避難所開設運営マ

ニュアルに見直すとともに、学校

施設利用計画も、関係部局と協議

を進めていく。

感染症に配慮した
マニュアルに見直す答

　感染症拡大防止のため、非対面

で可能な手続きなどについて広報

する。新型コロナウイルスに係る

さまざまな相談や問い合わせには、

適切に担当へ引き継ぎ、正確な情

報を提供していく。チラシについ

ては、情報提供に有意義なため商

工会と連携し、検討していく。

市民目線の情報発信及び
対応に努める答

　車中泊を含む在宅避難、親族・

友人宅への避難に関する考え方や

それに伴うエコノミークラス症候

群に対する予防等について、市民

の方に周知・啓発していく。また、

高齢者などの情報収集が困難な世

帯に対する戸別受信機の整備につ

いて、調査・研究していく。

在宅避難の考え方などの
周知に努める答

　子どもたちへの支援のため、学

習支援員の拡充やＩＣＴ支援員の

配置について、人材バンク等を活

用し、環境整備を検討していく。

読み書き支援のひとつである音声

教材については、研究を進めてい

く。また、児童生徒の様子を把握

し、心身のケアに努めていく。

支援の在り方について
研究を進める答

公明党

菱　沼　あゆ美 議員

中　山　葊　子 議員

左から��菱沼、中山
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　コロナ禍の中で地震や台風等の

災害が発生した場合に、避難所の

密集をどのように防ぐか検討すべ

きだ。また避難所で感染者が出た

際の対応方法も含めて災害時の感

染症対策が急務と考える。マスク

や消毒液等備蓄品の確保も重要だ

が、準備は進んでいるか。

コロナ禍中での
複合災害への備えを問

　医師会と連携して発熱外来の設

置を進める事はできないか。南

埼玉郡市医師会がＰＣＲ検査セン

ターを開始したが、市は連携でき

ているのか。また今回のように県

や保健所が感染者対応に手一杯の

場合は、自宅待機者の生活支援等

を市が分担して対応できないか。

地域の医療体制の強化を問

　休校が続き子ども達の学習の遅

れが懸念される。緊急時や通常授

業の補完としてオンライン学習が

必要と考える。国の交付金を活用

して、どのような学習環境の整備

が行われるのか。またオンライン

学習の課題をどう認識しているか。

解決策と将来的な整備目標は。

オンライン学習について
の考えは問

　市民への特別定額給付金の支給

は問題なく進んだか。またコロナ

禍で影響を受けた事業者からどの

ような相談が寄せられているか。

地域経済への影響も拡大している

現状において、市内経済の活性化

に向けたさらなる支援が必要と考

えるが、今後の支援の方向性は。

住民や事業者への支援は問

　避難所における3つの密を回避

するための対策や避難者自身の感

染予防策について、市民の方に広

く周知を図るとともに、避難所開

設運営マニュアルの見直しを行っ

ていく。また、マスク、次亜塩素

酸水生成器、間仕切り用テントな

どを順次、購入・配備していく。

避難所の感染症拡大防止
策の充実を図る答

　南埼玉郡市医師会はPCR検査

センター業務を県から受託し、地

域の検査体制が拡充された。制度

上、感染者の個人情報は、市に提

供されず、直接的な支援は困難で

あるが、県や保健所と連携し、要

請があれば可能な限り感染症拡大

防止の取組等に協力していく。

連携協力し感染拡大の
防止に努めていく答

　国の交付金等を活用して、オン

ライン学習に必要なタブレット端

末等の導入及び学校と家庭での双

方向のオンライン学習に必要な環

境整備等について調査研究を進め

ていく。また、I C Tリテラシー

や情報モラルについても指導の充

実に努めていく。

端末等の導入と運用を
調査研究する答

　特別定額給付金は、正確な給付

を第一として進めている。事業者

からは、事業継続のための融資な

どの相談が寄せられている。第二

次交付金を活用した支援策として、

継続・回復段階に有効で、かつ、

国が示した「新しい生活様式」に

向けた支援策を検討していく。

継続・回復段階に
有効な支援策を検討答

避難訓練の様子

創政会

大　島　　　勉 議員

井　上　日出巳 議員

松　本　栄　一 議員

渡　辺　聡一郎 議員

中　村　匡　志 議員

左から��中村、松本、井上、大島、渡辺
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　1.特別定額給付金(10万円）の実

施状況は、どうなっているか。ま

た、いつ頃までに、完了する予定

なのか。

　2.商工の2つの支援策、「家賃補

助」と「信用保証料の補助」は。

経済的支援策について
問う問

　「新型コロナウイルスの第2波
流行の恐れ、及びその時にまた発

生するかもしれないマスク不足」

に備え、感染防御に耐えうる、既

成品としてのマスクに対する当市

の備蓄状況はどうなっているか問

う。マスクのタイプ別の備蓄数量

はどういう状況か。

マスク備蓄の
現状はどうなのか伺う問

　「新型コロナウイルスの第2波」

に備え、当市と当該地区の医師会

とでどのような話し合い、連携が

なされているか。また、当市を担

当するＰＣＲ検査センターの設置

はどうなっているか。具体的現状

を伺う。

PCR検査センターの
設置計画を伺う問

　今般の新型コロナウイルス流行

中にマスクが不足となった時、当

市で「有志やボランティアによる

マスクの製作および寄付」が行わ

れたと聞くが、それはどういうこ

とが行われたのか。詳細かつ、具

体的に伺う。

マスク不足時の
市民の協力について伺う問

　特別定額給付金は、6月4日ま

でに2千278世帯に給付した。完

了は、9月上旬を見込んでいる。

家賃補助は、売上が前年度比で15
％以上減少している事業者、信用

保証料補助は、4月末日までに県

融資を受けた事業者それぞれに10
万円を上限として助成する。

国の給付金と
市の補助制度で支援する答

　不織布マスクは一時的に備蓄が

ない状況であったが、市内事業者

などの寄付による14,800枚の備蓄

に加え、新たに36,000枚を購入・

備蓄する。また、医療機関向けに

ついては、39,180枚を備蓄してお

り、新たに42,000枚を購入・備蓄

する。

新たに購入・備蓄する答

　県は新型コロナウイルス感染症

の検査体制を強化・充実するため、

県医師会と連携・協力し、地域へ

のPCR検査センター設置を推進

している。当市の医師会が所属す

る南埼玉郡市医師会によりPCR
検査センターが設置され、地域の

PCR検査体制が拡充された。

地域にPCR検査センタ
ーが設置された答

　マスク不足の中、福祉施設から

マスクを持参できない利用者対応

の相談があった。そのような中、

ボランティア団体から手作りマス

ク製作の協力や市民から未使用の

マスクの寄附をいただいた。御厚

意に感謝し、いただいたマスク約

6,700枚を各施設へ配布した。

市民の皆様の
御厚意に感謝する答

清明会

藤　井　栄一郎 議員

遠　藤　　　誠 議員

加　藤　一　生 議員

左から��遠藤、藤井、加藤
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　新型コロナウイルス対策として

緊急事態宣言が出され、営業の自

粛や外出が制限されるなか、経済

の落ち込みは激しく、家計を圧迫

している。子どもの食を守るとい

う観点から子育て世帯支援を目的

に今年度は学校給食の無料化にふ

みきっていただきたい。

小・中学校の給食を
今年度は無料に問

　近年不登校児童生徒が急増して

いる。その背景に学習内容の増加

とそれについて行けず学習意欲を

失う子どもがいることがある。コ

ロナ禍の中、2か月遅れで学期が

スタートされるわけだが、時間数

の確保にこだわってはならない。

無理のないカリキュラムの編成を。

授業再開時の
カリキュラムは弾力的に問

　文科省は新型コロナ感染症に対

するガイドラインを作成し、非常

勤職員の給与の保障など適切に対

応することと指導している。市で

は学校再開後の夏季休暇の短縮な

どの処置を決めているが、非常勤

職員の勤務体制も変更される。そ

の処遇の保障も適切にすべきだ。

非正規の教職員に対する
休業補償は問

　国は生活資金活用制度について

運用を大幅に改善し、新型コロナ

感染症に対応できるようにした。

そのことにより申請件数は大幅に

拡大したと思われるが、その申請

状況はどのようなものか。また、

この制度の基本を踏まえてフォロ

ー体制を充実すべきと思うが。

生活福祉資金貸付制度と
フォロー体制は問

　市においては、ひとり親家庭や

就学援助世帯への給付金等の支給、

水道料金の一部減額などの家庭生

活への支援を行っており、限られ

た予算のなかでは今年度の給食費

の無料化の財源を捻出することは

難しいと考えている。

無料化の財源を
捻出することは難しい答

　臨時休業による子どもたちへの

ストレスと学校再開後のカリキュ

ラム編成にともなう負担感は承知

している。教科書の学習等、年間

指導計画の運用に当たっては、児

童生徒の負担に配慮し弾力的な運

用を図った上で、学習指導要領の

内容について確保に努める。

年間指導計画の
弾力的な運用を図る答

　学校臨時休業中の会計年度任用

職員の勤務については、児童生徒

への課題の作成の補助や学校の環

境整備等、各学校の状況に応じ業

務内容を変更し対応した。長期休

業にともない減少した勤務日は、

夏季休業日の短縮等により増加す

る授業日に振替を予定している。

減少した勤務日数を
確保する答

　過去3年間の実績は合計で11件
であったが、令和2年3月25日以

降、6月1日までの申請件数は86
件となった。また、社会福祉協議

会の生活困窮者自立支援担当が相

談に応じ、様々な制度施策に対す

る知識に基づいた包括的な支援体

制を構築している。

包括的な支援体制を
構築し対応している答

日本共産党

関　口　昌　男 議員

山　﨑　巨　裕 議員

左から��関口、山﨑
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平成31年度・令和元年度 政務活動費の収支報告

　政務活動費は、会派の活動を補助

する経費として、議員１人あたり月

額１万円が交付され、使途の範囲は、

右記の項目に限られています。

　提出された収支報告書には、領収

書と実績報告書が添付され、残金が

ある場合は、その額を返還すること

になっています。

　なお、交付額を超える支出額は、

会派の負担です。

　無所属議員であっても個人名では

なく会派名で報告しています。

項　目 内　　容

調査研究費
研修会などの開催に要する経費、他の団体が

開催する研修会などへの参加に要する経費

調査費 交通費・宿泊費など、先進地調査に要する経費

会議費 会場費など、会議に要する経費

資料作成費 資料の作成に要する経費

資料購入費 定期刊行物・書籍などの購入に要する経費

広報費 会報印刷代など、住民への報告に要する経費

広聴費
会場費など、住民の要望・意見を聴くための会

議などに要する経費

要請・陳情活動費 要請、陳情活動を行うために要する経費

事務費 事務用品購入代など、事務に要する経費

白岡ビジョン 1人
政 務 活 動 費 交 付 額 110,000円
調 査 研 究 費 97,466円
事 務 費 12,503円
支 出 合 計 額 109,969円
返 還 金 31円

好日 1人
政 務 活 動 費 交 付 額 10,000円
広 報 費 4,989円
事 務 費 5,980円
支 出 合 計 額 10,969円
返 還 金 0円

日本共産党 2人
政 務 活 動 費 交 付 額 220,000円
資 料 購 入 費 84,480円
事 務 費 12,187円
支 出 合 計 額 96,667円
返 還 金 123,333円

日本共産党 1人
政 務 活 動 費 交 付 額 10,000円
資 料 購 入 費 4,193円
事 務 費 1,535円
支 出 合 計 額 5,728円
返 還 金 4,272円

清明会 3人
政 務 活 動 費 交 付 額 330,000円
調 査 研 究 費 22,150円
調 査 費 3,240円
資 料 購 入 費 43,485円
広 報 費 222,005円
事 務 費 39,120円
支 出 合 計 額 330,000円
返 還 金 0円

ＴＳＵＮＡＧＵ 3人
政 務 活 動 費 交 付 額 330,000円
調 査 研 究 費 125,064円
調 査 費 6,486円
資 料 購 入 費 43,656円
広 報 費 63,193円
事 務 費 4,726円
支 出 合 計 額 243,125円
返 還 金 86,875円

白新会 2人
政 務 活 動 費 交 付 額 220,000円
調 査 費 8,910円
資 料 購 入 費 52,913円
事 務 費 5,500円
支 出 合 計 額 67,323円
返 還 金 152,677円

創政会 5人
政 務 活 動 費 交 付 額 550,000円
調 査 研 究 費 318,518円
資 料 購 入 費 59,727円
広 報 費 117,522円
事 務 費 870円
支 出 合 計 額 496,637円
返 還 金 53,363円

公明党 2人
政 務 活 動 費 交 付 額 220,000円
調 査 研 究 費 96,646円
調 査 費 106,402円
資 料 購 入 費 52,180円
支 出 合 計 額 255,228円
返 還 金 0円

平成31年4月分【改選前】

令和元年5月～令和2年3月分まで【改選後】

（順不同）

（順不同）

会派に異動がありました。

議会運営委員会委員に異動がありました。細井公議員から江原浩之議員に変更

異動前(2.3.31現在）

会
派

白新会

（解散）

◎細井　　公
　中川　幸廣

無所属 　江原　浩之

異動後(2.4.1現在）

白岡ビジョン

（結成）

◎江原　浩之
　中川　幸廣

無所属 　細井　　公

◎会派代表者
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平成 31年・令和元年�蓮田白岡衛生組合　議会報告

　定例会 4回、臨時会 1回の計 5回が開催され、人事

案件 4件、条例関係 6件、予算関係 4件、決算認定 1

件の合計 15 議案が審議され、いずれも原案のとおり

可決、認定されました。

　元年度の組合で受け入れたごみの総量は 3万 6,983t

で、資源物の収集量は 3,847t でした。その後、中間

処理を経て、資源化量は 7,749t（リサイクル率は約

21.0%）、最終処分場埋め立て量は 1,032t となってい

ます。

※　�新型コロナウイルス感染症対策の一環として、有

料ゴミ袋を配布しました。

平成 31年・令和元年�埼玉東部消防組合　議会報告

　定例会2回、臨時会2回の計4回開催され、予算関係

3件、条例関係5件、財産取得1件、決算認定1件、公

平委員会委員等の選任2件の合計12件が審議され、い

ずれも原案のとおり可決・認定されました。

　火災発生数は組合内162件、うち白岡市18件となっ

ています。救急出動件数は組合内2万1,884件、うち白

岡市2,317件となっています。救助出動件数は、組合内

343件、白岡市39件となっています。

※　�救急隊員が全ての救急出動でゴーグル、Ｎ95マス

ク、手袋、防護服を装備して、新型コロナウイルス

の感染防止に努めています。

平成 31年・令和元年�埼葛斎場組合　議会報告

　定例会が2回開催され、人事案件2件、予算関係3件、

決算認定が1件の合計6件が審議され、いずれも原案の

とおり可決、認定されました。

　元年度の火葬実績は、総数で3,609体、内訳は、大人

3,543 体、子ども 10体、死胎児 56体となっています。

また、組合外の火葬実績は総数で607体です。

　小動物の火葬炉使用実績は、組合内の合同葬が1,269

頭、単独葬が799頭で、総数が2,068頭でした。組合外

は、99頭の合同葬がありました。

※　��斎場では、新型コロナウイルス感染症対策を実施中

です。詳しくは葬儀会社の指示に従ってください。

６月定例議会傍聴者数

本会議　�市内19名　�市外��１名　�合計20名

委員会　�市内15名※　市外��０名　�合計15名

（※委員外議員12名を含む）

次回の定例議会は、

8月27日（木）開会予定です。

　議会として市民に対してできる事は?

　コロナ禍における今こそ議会の姿勢・役割

が問われています。今回の議会だよりを通じ

て、議会の姿勢を市民の皆様に伝える。

　これが議会だよりの使命との思いで編集しました。少しで

も伝わったでしょうか。

　新型コロナウイルスとの戦いは続きます。ご自愛ください。

（斎藤）

後記

　白岡ニュータウン葬儀場建設に関する請願のその後

の状況等について、議会は市側に説明を求め、「市は地

域住民と事業者との協議調整を重ねて努力してきてい

るが、法令を逸脱するおそれがあり願意の実現が困難

な状況にある」ことを確認した。議会は、法に抵触し

てまで願意を実現することは望まないが、市が地域住

民の願意をくみ取ることができないことに対し、6月

23日、市長に書面にて遺憾を表明し、引き続き最大限

の対応を求めた。

　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会から、

下記のとおり市政の振興に努められた

功績が称えられ、議員2名が表彰され

ました。

令和元年 請願第 1 号の経過報告

自治功労者 彰表

藤井栄一郎議員　    市議会議長在職 4 年

江原　浩之議員　    市議会議員在職 10 年以上

集編

各組合の※の事業は、２年度の事業です。
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